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すぐそこにある未来の学び
ーマイクロクレデンシャルが変える学びの価値ー

NPO法⼈コンソーシアムTIES附置研究所 主任研究員 

⼤阪教育⼤学学⻑補佐
堀真寿美
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学校のためではなく⼈⽣のために学ぶ…
学位

ラーナー

学習者

学びの価値は学位︖
プロバイダー

教育提供者

授業料 時間
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今⽇のゴール

すぐそこの未来で，学びの価値はどのように決まるのか

⾼等教育機関は、「新しい価値」を提供できるのか
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今何がおこっているのか
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スキルの陳腐化が加速
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スキルの期待値の半減期

West Monroe, 2025
https://www.westmonroe.com/insights/skills-based-organization-closes-workforce-gaps-in-age-of-ai
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スキルが変われば仕事も変わる
2030年において、職を離れる必要がある⼈⼝

労働⼈⼝⇒
職を離れる必要がある割合⇒

■早期シナリオ-■中期シナリオ

⽇本は最⾼⽔準

Mckinsey Jobs lost, 
jobs gained: Workforce transitions in a 
time of automation
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変化に追いつけない⽶国の⼤学

⼤卒者の認知的仕事をしている割合

https://medium.com/navitas-ventures/the-rise-of-alternative-credentials-4410995ef72c
https://www.cnbc.com/2018/08/16/15-companies-that-no-longer-require-
employees-to-have-a-college-degree.html

学位要件を撤廃する企業
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社会と接続できない⽇本の⼤学

企業研修を⼤学に頼る
企業は10％未満

⼤学等がリカレント教育に取り組む意義と推進に向けた⽅向性
総合教育政策局⽣涯学習推進課
リカレント教育・⺠間教育振興室⻑⻄明

企業研修で
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社会との接続を阻む構造的課題

運営費交付⾦

基礎額は正規定員。
短期講座は増額要
因にない。

私学助成⾦

収容定員は正規学
⽣のみカウント。
科⽬等履修は算定
根拠にならない。

教員評価

研究論⽂
＋18歳向け授業

マーケット／ブランド

18歳偏差値マーケッ
トがターゲット。
社会⼈はマーケット
が異なる。
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授業料 時間

学びの価値の低下

ラーナー

学習者

学びの価値は学位︖
プロバイダー

教育提供者

学位
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マイクロクレデンシャルの登場
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マイクロクレデンシャル（MC）とは
学位より⼩さな学習単位の証明

カリキュラム変更・開発
の負担減

学位 MC

最低限の投資で
労働市場に
アクセスできる
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世界で拡⼤
ト2024」

Googleトレンド「microcredential」

コロナ以降に拡⼤
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⽶国のアプローチ
n特徴
l⺠間主導（ベンダー資格）
lキャリアに直結
l100万種類以上のMC

n課題
l質のバラつき
lMCの信頼性に疑問

機関別マイクロクレデンシャル提供の推移
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⽇本の状況
n特徴
lユネスコに準拠した
定義

lデジタルバッジという
形で1万種以上の
MC

n課題
l⾃⼰満⾜で終わっ
ている

https://www.jmooc.jp/マイクロクレデンシャルのデジタ
ル証明をデジタ/?utm_source=chatgpt.com

マイクロクレデンシャル共同WG オープンバッジコンソーシアム

https://www.openbadge.or.jp/partners/#:~:text=会員⼀覧%20*%20総会員数%20355団
体%20*%20バッジ種類数%201.5万種類%20*%20バッジ総発⾏数%20173万個
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様々なマイクロクレデンシャルの形態
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マイクロクレデンシャルの氾濫
学位 MC

有象無象のMC

マイクロクレデンシャルの価値に疑問
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マイクロクレデンシャルの本当の意味
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マイクロクレデンシャルの特徴

スタッカブル

デジタル化

コンシューマとROI
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デジタル化

n膨⼤なM C
l組織の垣根を超えて流通
l安全・安⼼な管理
l効率的

学習歴のデジタル化

プロバイダー

教育提供者

コンシューマ

社会

ラーナー

学習者

OK NG
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スタッカブル−積み重ね可能性

学位 MC
有象無象のMC

コンピテンシー

MCを積み重ねる
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スタッカブルの効果

学びの
継続性

単位の累積数と収⼊
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ROI

プロバイダー

教育提供者

コンシューマーとROI
学位マイクロ

クレデンシャル

授業料 リターン
（採⽤・報酬・認定 ）

時間

ラーナー

学習者

コンピテンシー

学びの価値指標

コンシューマ

雇⽤主・業界
地域社会
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欧州のアプローチ
n特徴
lECTS ※1， ECVET※2と連動
l政府・⾼等教育機関主導

n質保証
lヨーロッパ資格枠組み（EQF）と
の整合性

lマイクロクレデンシャル向け新基準
を策定中

ボローニャプロセス参加国（49ヶ国）

※1︓ECTS ︓ European Credit Transfer System ，ヨーロッパ共通単位制度
※2︓ ECVET︓ European Credit system for Vocational Education and Training，単位互換制度 
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欧州⼤学のユースケース

スタッカブル

• 正式な学位の⼀部になる

ROI

ECVETの枠組みで職業訓練制度との整合性を意図
的に設計
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スタッカブルのプラクティス︓サイバー⼤学

https://www.cyber-
u.ac.jp/pdf/faculty/curriculum_map_mc_24s.pdf

マイクロクレデンシャルがかなえる学修者本位の多様な学び
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サイバー⼤学のユースケース

スタッカブル

• Bronze → Silver → Gold → Platinum

• 卒業後も科⽬等履修⽣でバッジを取得

ROI

• コンシューマが定義されていない
企業に対しCloud Campusブランドで「コンテンツ＋プラットフォーム」のサービス提供
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コンシューマのプラクティス︓⼤阪教育⼤学

講義ビデオ（10分）

課題・演習（15分）

講義ビデオ（10分）

講義ビデオ（10分）

講義ビデオ（10分）

課題・演習（15分）

講義ビデオ（10分）

教育育成指標
⼤阪市
教育委員会

⼤阪府
教育委員会

堺市
教育委員会

免許・資格取得
特別⽀援学校
教諭免許状 普通免許状 学校図書館

司書教諭 ⼤学

教育委員会

単位認定

法定研修認定

https://o3edu.osaka-kyoiku.ac.jpマイクロコンテンツ スタンプ（バッジ） 修了バッジ
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⼤阪教育⼤学

スタッカブル
• マイクロコンテンツースタンプ（バッジ）ー修了バッジの階層構造

ROI

• コンシューマーを定義
• 認定バッジで教員の法定研修の認定
• 認定バッジで教職単位
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すぐそこにある未来の学び
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今⽇のゴール（再掲）

すぐそこの未来で，学びの価値はどのように決まるのか

⾼等教育機関は、「新しい価値」を提供できるのか
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すぐそこの未来で，学びの価値はどのように決まるのか

No. いま すぐそこの未来

価値証明⼿段 学位記 マイクロクレデンシャル

価値決定者 ⼤学・学位フィルター企業 コンシューマ
（雇⽤主・業界・地域社会）

価値指標 学校ブランド・偏差値 ROI

価値発⾒ 卒業時に⼀括 学習直後にリアルタイム
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スタッカブル性

ROI

⾼等教育機関は新しい価値を提供できるのか

ベンダー資格

欧州
マイクロクレデンシャル

⽇本の
デジタルバッジ

MOOCs

放送⼤学
サイバー⼤学

OZONE-EDU

単位互換

⾼等教育機関が
集中
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三者のトラスト

ラーナー

コンシューマ

雇⽤主・社会

プロバイダー

教育提供者

学習者

この⼈は確かに学習を修了した

この教育プログラムは
将来必ず役に⽴つ

修得した知識・スキルを
正当に評価してくれる

マイクロクレデンシャルの教育の未来

学びのトラストが成⽴する社会
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おわり


